
第１回長井市小・中学校教育環境等検討委員会 

 

                        日時：令和8年8月18日（火）13時30分～ 

                        会場：長井市役所庁議室 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委嘱状交付 

 

 

３ あいさつ 

 

 

４ 委員紹介 

 

 

５ 委員長及び副委員長選出 

 

 

６ 諮  問 

 

 

７ 議  事 

 （１）長井市小・中学校教育環境等検討委員会について 

 

 

 （２）施設の現状及び長井市の児童・生徒数の今後の予測について 

 

 

 （３）生徒向けアンケートについて 

 

 

８ 講  話 

      講師：文部科学省大臣官房人事課課長補佐 加賀俊策 様 

         文化庁参事官(芸術文化担当)付クリエイター等育成係 森下優志 様 

      演題：「文部科学行政の最近の動向について」 

 

９ 今後の進め方についての意見交換 

 

 

１０ そ の 他 

   次回検討委員会：令和８年１０月６日（火） １４時から  長井市役所２階庁議室 

 

１１ 閉  会 



（委員）

区　分 氏　名 役　職 備　考

１号委員 竹田　洋 長井小学校　校長

１号委員 目黒　孝博 長井北中学校　校長

１号委員 戸屋　学 山形県立米沢養護学校　校長

２号委員 坂野　智樹 長井小学校PTA会長

２号委員 井上　睦男 致芳小学校PTA副会長

２号委員 安部　卓也 西根小学校PTA会長

２号委員 片倉　堅二 平野小学校PTA会長

２号委員 今　俊介 豊田小学校PTA副会長

２号委員 佐藤　喬司 伊佐沢小学校PTA会長

２号委員 横山　幸明 長井南中学校PTA会長

２号委員 菅野　弥則 長井北中学校PTA副会長

３号委員 竹田　信一 長井市地区長連合会　会長

３号委員 新野　弘明 長井市コミュニティ協議会事務局長

４号委員 四釜　幹久 白ゆり保育園父母の会　副会長

４号委員 鈴木　良昭 社会福祉法人白山優心会　理事長

４号委員 遠藤　真弓 豊田児童センター館長

５号委員 澁江　学美 山形大学大学院実践研究科教授

５号委員 大津　君彦 長井市社会教育委員

５号委員 梅津　義徳 長井市社会福祉協議会常務理事

６号委員 飯澤　敦司 公募委員

６号委員 工藤　友子 公募委員

（アドバイザー）

（オブザーバー）

教育委員

教育委員

氏　名 役　職

平田　文彦 教育長職務代理者

長沼　真知子 教育委員

小野　卓也

鈴木　奈美

森下　優志 文化庁参事官(芸術文化担当)付クリエイター等育成係

長井市小・中学校教育環境等検討委員会委員名簿

氏　名 役　職

加賀　俊策 文部科学省大臣官房人事課課長補佐(併)組織総括係長



（事務局）

小阪　寛幸 教育総務課補佐兼環境整備係長

長澤　春香 教育総務課教育総務係長

内谷　繁央 教育総務課環境整備係主任

本木　誉司 学校教育課長

今野　透 学校教育課補佐兼子ども未来創造室長

桑嶋　徹 教育総務課長

鈴木　幸浩 厚生参事兼福祉あんしん課長

三浦　美佐子 子育て推進課長

鈴木　満成 地域づくり推進課長

氏　名 役　職

土屋　正人 教育長

新野　幸博 教育次長

















 

 

（２）施設の現状及び長井市の児童・生徒数の今後の予測について 

 

年間の維持修繕・管理費 

令和 2年度～令和 6年度までの過去 5年間における学校教育施設の施設

関連経費の年平均を下表に示します。 

 

【総括】維持修繕・管理費の年平均値               （単位：千円） 

 長井小 致芳小 西根小 平野小 豊田小 伊佐沢小 南中 北中 

各校面積 10,146㎡ 4,282㎡ 4,423㎡ 3,076㎡ 3,697㎡ 2,799㎡ 9,007㎡ 8,913㎡ 

全校面積計 46,343㎡ 

①光熱水・ 

通信費 
15,655 7,204 6,165 5,027 7,742 5,192 13,683 11,910 

②保守 

点検費 
2,382 1,102 1,377 1,121 1,834 1,278 2,586 2,609 

③施設維持 

用品等費 
912 603 354 391 478 397 649 736 

④各種 

作業費 
232 125 85 82 108 123 233 242 

⑤修繕・ 

改修費 
1,062 19,191 1,194 563 1,204 12,524 31,414 26,508 

各校合計 20,244 28,224 9,175 7,184 11,365 19,514 48,565 42,005 

各校㎡単位 2.00 6.59 2.07 2.34 3.07 6.97 5.39 4.71 

全校合計 186,276 

全校㎡単位 4.02 
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長井市小中学校大規模改修等の実施状況 

 

学校名 実施時期 内容 事業費（単位：千円） 

長井小学校 

昭和４５年度 第２校舎改築 １２２，０００ 

昭和４７年度 第３校舎改築 １６３，９１５ 

平成１３年度 第２校舎大規模改造工事 ３３７，７９５ 

平成２２年度 第３校舎耐震補強・附帯改修工事 ３５８，６５３ 

平成２４年度 体育館改築工事 ６１４，４９４ 

平成２８年度 校舎空調設備設置工事 ９１，８５４ 

令和 元年度 管理棟建設工事 ５４８，３８１ 

令和 元年度 体育館天井改修工事 ２５，６０７ 

令和 元年度 第 2・3校舎昇降機改修工事 ３６，３９６ 

令和 3 年度 屋内運動場空調設備設置工事 ７４，８５５ 

令和 ７年度 第 2校舎トイレ改修工事 ８９，８７０ 

致芳小学校 

昭和５２年度 校舎改築工事 ３００，３００ 

昭和５４年度 屋内運動場改築工事 １２２，０００ 

平成 ５年度 多目的ホール棟建築工事 １１８，２５１ 

平成２３年度 校舎耐震補強・附帯工事 ２５６，２００ 

平成２４年度 体育館耐震補強附帯工事 ９０，５９４ 

平成２８年度 校舎空調設備設置工事 ５１，９８１ 

令和 3 年度 屋内運動場等空調設備設置工事 ８１，０１９ 

令和 6 年度 トイレ改修工事 ９３，０６０ 

西根小学校 

昭和５１年度 体育館改修工事 ６１，１９０ 

昭和 5７年度 校舎建設工事 ４７９，９００ 

平成２４年度 体育館耐震補強・附帯改修工事 １０１，６７６ 

平成２６年度 校舎大規模改修工事 ２１８，１２２ 

令和 3 年度 屋内運動場等空調設備設置工事 ５７，８２８ 

平野小学校 

昭和５８年度 校舎・体育館建設工事 ４１７，２００ 

平成２８年度 校舎大規模改修工事 ３２３，５８６ 

平成２８年度 体育館大規模改修工事 １６９，３４４ 

令和 3 年度 屋内運動場等空調設備設置工事 ５２，９８７ 

豊田小学校 

昭和６０年度 校舎・屋内運動場建設工事 ５３９，５００ 

平成 2６年度 校舎大規模改修工事 ２９８，５８６ 

平成２７年度 体育館大規模改修工事 １６８，６７１ 

令和 3 年度 屋内運動場等空調設備設置工事 ７４，８４７ 

伊佐沢小学校 

平成 元年度 校舎・屋内運動場改築工事 ５５５，５５７ 

平成２８年度 校舎空調設置工事 ３３，３１８ 

令和 3 年度 屋内運動場等空調設備設置工事 ５６，５３８ 

令和 ５年度 トイレ改修工事 ５８，１８５ 



 

長井南中学校 

昭和５６年度 校舎建設工事 ９８６，４７１ 

昭和５６年度 体育館建設工事 ２４１，０３０ 

昭和５７年度 柔剣道場建設工事 ８０，０００ 

昭和５７年度 プール建設工事 ４４，５００ 

平成 4 年度 教室棟増築工事 ３３，７６４ 

平成 8 年度 エレベーター棟増築工事 １８，９０１ 

平成２９年度 校舎空調設置工事 １０１，５１３ 

令和 元年度 柔剣道場天井改修工事 ２２，６３８ 

令和 ３年度 屋内運動場等空調設備設置工事 １４２，９６３ 

令和 4 年度 トイレ改修工事 １０９，７２５ 

令和 4 年度 予防改修工事（Ⅰ期） １３１，６２６ 

令和 5 年度 予防改修工事（Ⅱ期） １２８，２００ 

長井北中学校 

昭和５６年度 校舎建設工事 ９７７，２００ 

昭和５６年度 体育館建設工事 ２３１，９００ 

昭和５７年度 柔剣道場建設工事 ８５，０００ 

昭和５７年度 プール建設工事 ４４，５００ 

平成２９年度 校舎空調設置工事 １１１，９７５ 

令和 元年度 柔剣道場天井改修工事 ２１，６４８ 

令和 3 年度 屋内運動場空調設備設置工事 １１１，８５３ 

令和 4 年度 トイレ改修工事 １２５，２８０ 

令和 4 年度 予防改修工事（Ⅰ期）外壁・屋根 １４７，２９０ 

令和 5 年度 予防改修工事（Ⅱ期） １３７，１７０ 

 



R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

長井南中
347
(12)

328
(12)

321
(11)

312
(11)

318
(11)

319
(11)

309
(10)

278
(9)

270
(9)

235
(8)

210
(7)

176
(6)

184
(7)

長井北中
239
(9)

241
(9)

234
(9)

224
(8)

209
(8)

214
(8)

213
(8)

206
(7)

167
(6)

170
(6)

150
(6)

154
(6)

128
(6)

計 586 569 555 536 527 533 522 484 437 405 360 330 312

上段：生徒数、下段：学級数(特支除く。年度での変動が見込まれるため)

■小学校児童数の推移（表）

■中学校生徒数の推移（表）

R8 R9 R10 R11 R12 R13

長井小
518
(18)

521
(19)

506
(19)

497
(19)

473
(18)

430
(16)

致芳小
110
(6)

103
(6)

92
(6)

96
(6)

81
(6)

88
(6)

西根小
91
(6)

76
(6)

72
(6)

65
(6)

58
(5)

48
(4)

平野小
117
(6)

110
(6)

107
(6)

97
(6)

84
(6)

73
(6)

豊田小
148
(6)

135
(6)

135
(6)

116
(6)

102
(6)

95
(6)

伊佐沢小
38
(4)

35
(4)

34
(4)

36
(4)

33
(4)

29
(4)

計 1,022 980 946 907 831 763

R8→R13 
児童数▲25.3％
学級数▲ 8.7％

R8→R20 
生徒数▲46.8％
学級数▲38.1％

上段：生徒数、下段：学級数(特支除く。年度での変動が見込まれるため)

西根小：R12から複式有

今後の児童生徒数の推移について

【小学校】令和13年度まで児童数が25.3％減。出生数100名程度で今後も推移すれば、
現在の小学生との差で令和13年度以降も年平均約40名程度減少の見込み）
各校で減少するが、特に西根小は令和12年度に初めて複式が発生する。

【中学校】南北中とも生徒数が大幅に減少する。これに伴い、学級数も大きく減少
することから、教職員の配置にも多大な影響が見込まれる。

■小学校児童数の推移（分析）



■小学校児童数の推移（グラフ）

■中学校生徒数の推移（グラフ）
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（３）生徒向けアンケートについて 

①調査の目的 

現在の中学生に望ましい学校のあり方をどう考えているかを調査することにより、中学生 

の視点を取り入れた将来の中学校のあり方についての参考とするもの。 

 

②調査対象者 

長井南中学校、長井北中学校生徒全員 

 

③調査項目 

・自身のことについて（学年、学校） 

   ・生徒数や学級数について 

   ・通学時間及び通学方法について 

   ・学校のあり方について 

   ・自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後の望ましい学校のあり方に関するアンケート（生徒用） 

 

 長井市の中学校の生徒数が現在の５３３名から１０年後には３６０名に減少すると見込まれる

中で、将来の中学校あり方について検討しています。 

 生徒数が減少する中で、将来の長井市の中学校のあり方について、どういった中学校であれば良

いと思うかあなたの考えを教えてください。 

 

 

１ あなた自身のことについてお聞きします。 

Ｑ１：あなたの学年を教えてください。 

   ①１年生   ②２年生  ③３年生 

 

Ｑ２：あなたの学校を教えてください。 

   ①長井南中学校  ②長井北中学校 

 

Ｑ３：あなたの住んでいる地域を教えてください。 

   ①中央地区  ②致芳地区  ③西根地区  ④平野地区  ⑤伊佐沢地区  

 ⑥豊田地区 

 

２ 学校の人数やクラスの数についてお聞きします。 

Ｑ４：中学校では、１学年あたり何クラス程度が良いと思いますか。 

   ①１～２クラス（現在より少ない）  ②３～４クラス（現在と同じ） 

  ③４～６クラス（現在より多い） 

 

Ｑ５：Ｑ４で答えたクラス数について、そう思うのはなぜですか。次のうち、あなたの考えに近い 

ものを全て選んでください。 

   ①多くの友達ができて、多様な人と交流できそう 

   ②クラス同士で競い合って高め合う環境をつくることができそう 

   ③運動場や体育館、特別教室などの施設を余裕をもって使えそう 

   ④体験的な学習や校外学習などを柔軟に行うことができそう 

   ⑤体育大会や文化祭などの学校行事が、大勢で盛り上がって楽しそう 

   ⑥様々な活動において一人ひとりがリーダーになる機会が多くなる 

   ⑦クラスを超えた学習活動ができそう 

   ⑧異年齢の学習活動を組みやすそう 

   ⑨その他（                       ） 

 

Ｑ６：中学校では、自分のクラスに何人ぐらい生徒がいてほしいですか。 

   ①１０人以下  ②１１人～２０人  ③２１人～３０人  ④３１人以上 

 

Ｑ７：Ｑ６で答えたクラスメイトの数について、あなたの考えに近いものを全て選んでください。 

   ①一人ひとりに応じたきめ細かな指導・支援が受けられそう 

   ②落ち着いた雰囲気で、授業や学習に集中できそう 

   ③クラス全員と顔見知りになり、親しい関係を築けそう 

   ④授業中に発言したり、発表したりする機会が多くなりそう 

   ⑤様々な考え方を知ることができ、視野が広がりそう 



   ⑥多くの仲間と競い合ったり、協力したりすることで成長できそう 

   ⑦多くの友達ができて、多様な人と交流できそう 

   ⑧その他（                      ） 

 

３ あなたにとって望ましい通学時間と通学方法についてお聞きします。 

Ｑ８：家から出て、学校に着くまでの時間は、どのくらいまでなら時間がかかってもいいと思いま 

すか。 

   ①１５分まで  ②３０分まで  ③４５分まで  ④６０分まで 

 ⑤時間は問わない 

 

Ｑ９：登下校のときは、どのような手段で行くと良いと思いますか。良いと思うものを 

全て選んでください。 

   ①徒歩  ②スクールバス  ③保護者の送迎  ④自転車 

  ⑤バス、鉄道等の公共交通機関  ⑥その他（            ） 

 

４ 学校のあり方についてお聞きします。 

Ｑ１０：長井市にどんな中学校があるといいと思いますか。次のうち、自分の考えに近いものや 

良いと思うものすべて選んでください。 

    ①興味や関心があることを追求できる学校 

    ②自分のペースで自分にあった方法で学習できる学校 

    ③豊かな自然体験等ができる学校 

    ④地域の人たちと交流する機会が多い学校 

    ⑤伝統文化を体験できる学校 

    ⑥多様な人たちとのかかわりについて学べる学校 

    ⑦少人数で学ぶことができる学校 

    ⑧相談できる先生が多くいる学校 

    ⑨その他（                         ） 

 

５ その他 

Ｑ１１：その他ご意見、ご提案等があれば記入してください。 



  

長井市小・中学校教育環境等検討委員会設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 長井市第６次総合計画、第３期長井市教育振興計画、長井市立地適正化計画

等に定める市の将来像等及び今後の児童生徒数の動向等を踏まえながら、長井市の

教育施策の目標の実現に向けて、地域の特色等を活かし、地域で子どもを見守り、

育てるため、小学校、中学校における教育の特性に応じ、それぞれに求められる整

備すべき教育環境の方向性を検討することを目的として、長井市小・中学校教育環

境等検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、教育委員会の諮問に応じ、整備すべき教育環境の方向性について

審議し、意見を答申する。 

（構成等） 

第３条 委員会は、委員２１名以内をもって構成し、次に掲げるものの中から教育委

員会が委嘱する。 

（１）教育関係者 

（２）PTA 関係者 

（３）地域代表者 

（４）幼保園関係者 

（５）学識経験者 

（６）公募により選任された者 

２ 委員の任期は、令和１０年３月３１日までとする。 

３ 委員が欠けた場合の補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会の会務を総理し、会議（次条第２項に規定する部会を含む。）の

議長となる。 

４ 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代理する。 

（会議等） 

第５条 委員会は、委員長が必要に応じ招集する。ただし、初回の会議に限り、教育

長が招集する。 

２ 委員会には、必要に応じて、部会（以下、「部会」という。）を設けることができ

る。 

３ 部会は、委員長が必要に応じ招集する。 

４ 委員会及び部会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長

の決するところによる。 

５ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を委員会又は部会に出席さ

せ、その説明又は意見を聞くことができる。 

 （教育アドバイザー） 

第６条 長井市教育アドバイザーは、委員会又は部会に出席し、専門的な見地から助



言を行うことができる。 

（傍聴） 

第７条 委員会又は部会を傍聴しようとする者は、自己の氏名、住所及び職業を告げ

て、委員長の許可を受けなければならない。 

２ 委員長は、必要と認めたときは、傍聴人の員数を制限することができる。 

３ 教育委員会教育委員は、前２項の規定に関わらず、会議を傍聴することができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育委員会教育総務課において処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、委員長が別に定める。 

  附 則 

この要綱は、令和８年６月３０日から施行し、令和１０年３月３１日限り、その効

力を失う。 


